
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

１０

平成 22 年度決算

コウノトリ但馬空港をご利用ください

第 7回香美町子牛品評会 前期の部

役場各課などからのお知らせ　　ほか

 　一操入魂！ 
第 12 回美方郡消防操法大会

　ヘルメットにある「一〝操〟入魂」の文字。

　数か月にわたる厳しい訓練に耐え、その成果

を、ただ１回、わずか 50 秒あまりの消防操法

にすべてをぶつけようとする選手たち。

　小型ポンプ操法で優勝した香美町消防団小代

支団小代第5分団の意気込みが伝わってきます。

（本号 15ページに関連記事を掲載）
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平
成
22
年
度
決
算

〜 

総
額
２
１
０
億
８
３
７
９
万
円
の
ま
ち
づ
く
り 

〜

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

11
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
（
公

立
香
住
病
院
と
上
水
道
の
企
業
会

計
を
除
く
）
の
認
定
に
つ
い
て
、

９
月
定
例
議
会
に
提
案
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
11
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が

２
１
３
億
７
８
６
５
万
円
、
歳
出

　

歳
入
総
額
１
４
１
億
２
３
６
６

万
円
（
前
年
度
比
５
億
５
１
０
万

円
増
）、
歳
出
総
額
１
３
６
億
８

５
０
７
万
円
（
前
年
度
比
４
億
６

０
４
万
円
増
）
で
４
億
３
８
５
９

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
平
成
23
年
度
に
繰
り

越
す
１
億
６
５
０
２
万
円
を
差
し

引
い
た
実
質
の
黒
字
額
は
２
億
７

３
５
７
万
円
と
な
り
ま
す
。

歳
入
（
図
１
）

　

歳
入
総
額
の
う
ち
、
町
税
な
ど

の
自
主
財
源
で
あ
る
収
入
は
29
億

３
８
３
３
万
円
で
、
全
体
の
20
・

８
％
。
残
り
の
１
１
１
億
８
５
３

３
万
円
、
79
・
２
％
は
依
存
財
源

で
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
、
補

助
金
や
借
入
金
な
ど
で
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
歳
入
全
体
の

町税　13.3％町税　13.3％
　18億 8,272 万円　18億 8,272 万円

地方交付税　48.5％地方交付税　48.5％
　68億 5,037 万円　68億 5,037 万円

国庫支出金　7.2％国庫支出金　7.2％
　10億 1,470 万円　10億 1,470 万円

町債　13.3％町債　13.3％
　18億 7,428 万円　18億 7,428 万円

県支出金　6.9％県支出金　6.9％
　9億 6,995 万円　9億 6,995 万円

自
主
財
源

財

依

存

源

譲与税・交付金　3.3％譲与税・交付金　3.3％
　4億 7,603 万円　4億 7,603 万円

諸収入ほか　7.5％諸収入ほか　7.5％
　10億 5,561 万円　10億 5,561 万円

歳入
141 億 2,366 万円

13
・
３
％
を
占
め
る
の
が
町
民
の

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町

税
で
、
18
億
８
２
７
２
万
円
で
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
で
最
も
多
い

の
は
、
全
体
の
48
・
５
％
を
占
め

る
地
方
交
付
税
で
、
68
億
５
０
３

７
万
円
で
す
。

＜図 1＞一般会計歳入決算内訳

※
用
語
の
解
説

・
地
方
交
付
税

　

町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

・
町
債

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
お
金

で
す
。

・
国
庫
支
出
金

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
負
担
金
、

補
助
金
な
ど
の
お
金
で
す
。

・
県
支
出
金

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に

県
か
ら
交
付
さ
れ
た
負
担
金
、

補
助
金
な
ど
の
お
金
で
す
。

[ 町税内訳 ]

　町民税　　　  6 億 9,734 万円

　固定資産税　10億 3,326 万円

　軽自動車税　　 　 5,285 万円

　たばこ税　　　  　8,896 万円

　入湯税　　　　　  1,031 万円

[ 諸収入ほか内訳 ]

　諸収入　　　　　4億 1,474 万円

　繰越金　　　 　　 2 億 953 万円

　使用料・手数料　1億 7,945 万円

　繰入金　　　　　　　9,427 万円

　分担金・負担金　　　8,296 万円

　財産収入　　　　　　4,208 万円

　寄附金　　　　　　　3,258 万円

歳　入 歳　出 差引額

一般会計 14,123,666 13,685,072 438,594

特別会計 7,254,985 7,398,713 △ 143,728

合　計 21,378,651 21,083,785 294,866

＜表 1＞平成 22 年度一般会計・特別会計決算状況
（単位：千円）

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
財
政
課

一
般
会
計

総
額
が
２
１
０
億
８
３
７
９
万
円
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
額
は
、

２
億
９
４
８
６
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。（
表
１
）
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公債費　19.1％公債費　19.1％
　26億 2,013 万円　26億 2,013 万円

総務費　17.5％総務費　17.5％
　23億 9,867 万円　23億 9,867 万円

民生費　17.0％民生費　17.0％
　23億 3,117 万円　23億 3,117 万円

土木費　11.0％土木費　11.0％
　15億 182 万円　15億 182 万円

衛生費　11.2％衛生費　11.2％
　15億 2,681 万円　15億 2,681 万円

教育費　10.3％教育費　10.3％
　14億 1,238 万円　14億 1,238 万円

農林水産業費　6.2％農林水産業費　6.2％
　8億 4,965 万円　8億 4,965 万円

消防費　3.9％消防費　3.9％
　5億 3,162 万円　5億 3,162 万円

商工費　2.1％商工費　2.1％
　2億 8,366 万円　2億 8,366 万円

災害復旧費　0.7％災害復旧費　0.7％
　9,693 万円　9,693 万円

その他（その他（議会費・労働費議会費・労働費）　1.0％）　1.0％
　1億 3,223 万円　1億 3,223 万円

歳出
136 億 8,507 万円

歳
出
（
図
２
）

　

歳
出
総
額
は
、
子
ど
も
手
当
の

創
設
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
４
億
６
０
４
万
円
（
３
・
１
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
最

も
多
い
の
が
過
去
に
借
り
入
れ
た

借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
で
、

そ
の
額
は
26
億
２
０
１
３
万
円
、

歳
出
全
体
の
19
・
１
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

２
番
目
に
多
い
の
が
、
総
務
費

で
23
億
９
８
６
７
万
円
、
次
い
で

民
生
費
23
億
３
１
１
７
万
円
、
衛

生
費
15
億
２
６
８
１
万
円
、
土
木

費
15
億
１
８
２
万
円
と
続
き
ま
す
。

＜図 2＞一般会計歳出決算内訳

町民 1人当たりに使われたお金町民 1人当たりに使われたお金

660,827 円660,827 円（前年度 631,042 円）（前年度 631,042 円）

公債費

126,521 円

　国などから借り入れ
たお金（町債）の返済
などに使ったお金です。

総務費

115,828 円

　新しいまちづくりや
戸籍、徴税、選挙、監
査事務など町の総括的
な事務に使ったお金で
す。

民生費

112,568 円

　社会福祉や医療費助
成など安定した社会生
活を保障するために
使ったお金
です。

衛生費

73,727 円

　健康診断、各種診断、
ごみ処理など健康で衛
生的な生活環境を保つ
ために使ったお金です。

土木費

72,520 円

　道路、河川、町営住
宅などの整備や除排雪
経費を含む維持管理に
使ったお金
です。

教育費

68,201 円

　幼稚園、小中学校、
社会教育など教育各般
に使ったお金
です。

農林水産業費

41,028 円

　農業、林業、畜産業、
水産業の振興に使った
お金です。

消防費

25,671 円

　消防や救急活動に
使ったお金です。

商工費

13,697 円

　観光の振興や商工業
の振興などに使ったお
金です。

災害復旧費

4,681 円

　災害によって道路、
農地、山林などに生じ
た被害を復旧するため
に使ったお金です。

その他（議会費・労働費）

6,385 円

　町議会の運営や労働
対策などに使ったお金
です。

※ 町民１人あたりの計算
は、平成 23 年 3 月末日
現在の人口 20,709 人を
基にしています。

町民税

33,673 円

固定資産税

49,894 円

軽自動車税

2,552 円

たばこ税

4,296 円

※ 町民１人あたりの計算
は、平成 23 年 3 月末日
現在の人口 20,709 人を
基にしています。
※入湯税を除く

町民 1人当たりの税負担額町民 1人当たりの税負担額

90,415 円90,415 円（前年度 91,002 円）（前年度 91,002 円）

一
般
会
計
決
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
…

金

たお金
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国
民
健
康
保
険
事
業

　

平
成
22
年
度
の
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
医
療
給
付
費
は
、
25
万

５
７
７
０
円（
前
年
度
比
６
・
７
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
特
定
健
康
診
査
事
業
な

ど
に
よ
る
被
保
険
者
の
健
康
の
保

持
増
進
と
適
正
な
医
療
の
給
付
を

図
り
ま
す
。

老
人
保
健
事
業

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

し
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
創
設
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た
老
人

保
健
制
度
。
こ
の
制
度
の
平
成
20

年
３
月
診
療
分
ま
で
の
医
療
給
付

費
な
ど
の
精
算
を
行
い
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い

て
、
保
険
料
の
徴
収
、
被
保
険
者

へ
の
保
険
証
や
通
知
書
の
引
渡
し
、

各
種
届
出
や
申
請
の
受
け
付
け
な

ど
関
連
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業

　

平
成
22
年
度
末
の
第
１
号
被
保

険
者
数
（
65
歳
以
上
）
は
６
６
６

２
人
、
認
定
者
数
は
１
０
４
０
人
、

認
定
率
は
15
・
６
％
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
給
付
費
は
17
億
５

７
１
７
万
円（
前
年
度
比
０
・
１
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業

　

上
水
道
を
除
く
簡
易
水
道
施
設

は
26
ヵ
所
あ
り
、
こ
れ
ら
施
設
の

維
持
管
理
や
安
心
・
安
全
な
飲
料

水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
住
区
の
相
谷
・
畑
簡

易
水
道
に
ろ
過
機
を
設
置
す
る
な

ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

　

町
内
に
21
ヵ
所
あ
る
集
合
処
理

区
の
維
持
管
理
を
行
っ
た
ほ
か
、

上
水
道
事
業

　

人
口
の
減
少
や
節
水
機
器
の
普

及
か
ら
水
道
使
用
量
は
10
年
連
続

で
前
年
度
の
実
績
を
下
回
り
ま
し

た
が
、
安
心
・
安
全
な
飲
用
水
の

貸借対照表（単位：千円）

資産の部 2,849,196

固定資産 2,479,569

流動資産 369,627

負債・資産の部 2,849,196

固定負債 982

流動負債 173,755

資本金 1,443,105

剰余金 1,231,354

収益的収入および支出など（単位：千円）

収益的収入差引（税抜き） 6,848

収入 191,513

支出 184,665

資本的収入差引（税込み） △ 64,365

収入 231,987

支出 296,352

 

平
成
22
年
度
企
業
会
計
報
告

※
７
月
臨
時
議
会
で
認
定

町
立
地
方
卸
売
市
場
事
業

　

平
成
22
年
度
の
町
立
地
方
卸
売

市
場
は
、
漁
獲
量
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
せ
り
場
の
使
用
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
、
施
設
使
用

料
は
48
万
円（
前
年
度
比
58
・
６
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
宿
舎
事
業

　

平
成
22
年
度
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

イ
ン
今
子
浦
」
の
宿
泊
数
は
、
安

価
で
気
軽
に
利
用
で
き
る
宿
舎
を

経
営
方
針
に
掲
げ
て
利
用
者
の
増

加
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
７
３

９
７
人
（
前
年
度
比
14
・
９
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
結
婚
式

で
の
利
用
は
11
組
（
前
年
度
比
４

組
増
）
で
し
た
。

矢
田
川
憩
い
の
村
事
業

　

平
成
22
年
度
の
「
か
す
み
・
矢

田
川
温
泉
」
の
利
用
者
数
は
、
７

万
８
５
６
３
人
（
前
年
度
比
２
・

３
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

宅
地
造
成
事
業

　

村
岡
区
光
陽
で
平
成
12
年
12
月

か
ら
20
区
画
の
分
譲
を
開
始
し
、

平
成
22
年
度
末
現
在
で
は
１
区
画

が
未
売
却
で
す
。

会　計　名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険事業 2,767,621 2,916,679 △ 149,058

事業勘定 2,436,279 2,429,268 7,011

佐津診療施設勘定 8,533 29,836 △ 21,303

兎塚・川会・原診療施設勘定 45,511 178,760 △ 133,249

小代診療施設勘定 179,997 195,014 △ 15,017

兎塚・川会歯科診療施設勘定 97,301 83,801 13,500

老人保健事業 3,079 918 2,161

後期高齢者医療保険事業 247,891 247,045 846

介護保険事業 1,910,296 1,910,018 278

簡易水道事業 373,187 373,135 52

下水道事業 1,881,906 1,881,547 359

財産区 4,817 3,323 1,494

町立地方卸売市場事業 1,415 1,415 0

国民宿舎事業 33,307 33,307 0

矢田川憩いの村事業 26,218 26,078 140

宅地造成事業 5,248 5,248 0

合　計 7,254,985 7,398,713 △ 143,728

＜表 2＞特別会計決算内訳
（単位：千円）

安
定
的
な
供
給
に
努
め
ま
し
た
。

　

施
設
で
は
、
香
住
区
の
今
子
配

水
池
へ
の
送
水
ポ
ン
プ
工
事
な
ど

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
会
計
（
表
２
）

供
用
開
始
後
の
水
洗
化

促
進
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、
村
岡
区
の
大

笹
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機

械
設
備
の
改
築
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

財
産
区

　

口
佐
津
財
産
区
と
長

井
財
産
区
の
管
理
運
営

を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
口
佐
津
財
産

区
は
平
成
22
年
度
中
に

財
産
を
す
べ
て
処
分

（
土
地
は
町
へ
無
償
譲

渡
）し
、解
散
し
ま
し
た
。
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営
安
定
化
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
同

様
、
経
常
収
支
が
プ
ラ
ス
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
経
営
改
善
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
地
域
医
療
の

維
持
、
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

平
成
22
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全

化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
を

算
定
し
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付

し
て
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
決
算
に
お
け
る
実

質
公
債
費
比
率
は
22
・
８
％
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

行
財
政
改
革
や
平
成
20
・
21
年
度

に
行
っ
た
繰
上
げ
償
還
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
・
８
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
（
香
美
町
で
は
、

一
般
会
計
・
矢
田
川
憩
い
の
村
事

業
特
別
会
計
）
の
赤
字
の
状
態
を

み
る
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
で
は
、
２
億

７
３
７
１
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
と
黒
字

の
合
計
の
状
態
を
み
る
も
の
で
、

平
成
22
年
度
決
算
で
は
、
３
億
２

６
９
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。実

質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
の
返
済
額

と
、
特
別
会
計
の
借
入
金
の
返
済

額
の
う
ち
一
般
会
計
が
負
担
し
た

額
と
の
合
計
額
が
、
町
の
標
準
的

な
収
入
額
（
税
金
、
普
通
交
付
税

な
ど
）
に
対
し
て
３
ヵ
年
平
均
で

ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
を
み
る
も

の
で
、
自
由
に
使
え
る
財
源
の
何

割
を
返
済
金
に
充
て
て
い
る
か
を

意
味
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
で
は
22
・

８
％
で
、
平
成
21
年
度
決
算
の
24

・
６
％
に
比
べ
て
１
・
８
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
ま
し
た
が
、
依
然
高
い

水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
原
因
は
、
学
校
施
設
、
道

路
、
上
下
水
道
の
整
備
を
集
中
的

に
実
施
し
た
こ
と
、
ま
た
公
立
香

住
病
院
と
公
立
村
岡
病
院
（
八
鹿

病
院
組
合
）
の
整
備
が
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
額
の

借
入
れ
を
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
の
必
要
性
、
緊
急

性
の
高
い
事
業
の
み
を
計
画
的
に

実
施
し
、
新
た
な
借
入
金
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
こ
と
で
比
率
は

年
々
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
の
残
高
と
、

特
別
会
計
す
べ
て
の
借
入
金
の
残

高
の
う
ち
一
般
会
計
が
負
担
す
る

べ
き
残
高
相
当
額
の
合
計
額
が
、

標
準
的
な
収
入
額
（
税
金
、
普
通

交
付
税
な
ど
）
に
対
し
て
何
倍
か

を
み
る
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
で
は
１
９
６

・
３
％
で
、
標
準
的
な
収
入
額
の

約
２
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
21
年
度
決
算
の
２

１
０
・
４
％
に
比
べ
、
14
・
１
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
も
の
の
依

然
高
い
水
準
に
あ
る
た
め
、
実
質

公
債
費
比
率
と
同
様
に
引
き
下
げ

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　

水
道
、
下
水
道
、
病
院
な
ど
の

会
計
ご
と
に
資
金
不
足
の
状
態
を

み
る
も
の
で
、
各
会
計
の
使
用
料

な
ど
の
料
金
収
入
額
に
対
す
る
資

金
不
足
の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
で
は
、
す
べ

て
の
会
計
（
簡
易
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
、
町
立
地
方
卸
売
市
場

事
業
、
国
民
宿
舎
事
業
、
宅
地
造

成
事
業
、
公
立
香
住
病
院
事
業
、

上
水
道
事
業
）
で
資
金
不
足
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

実質赤字
比率

連結実質赤字
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

平成 22年度決算 － － 22.8％ 196.3％

早期健全化基準 13.53％ 18.53％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.0％ 35.0％ 35.0％ 定められていない

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率は、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、
「－」を記載しています。

＜表 3＞平成 22 年度決算における健全化判断比率

「
平
成
22
年
度
決
算
」

各
種
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
）
で
見
る

公
立
香
住
病
院
事
業

　

常
勤
医
師
が
４
人
で
、
病
院
の

運
営
は
依
然
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

職
員
給
与
費
の
削
減
や
低
利
債
へ

の
借
り
換
え
に
よ
る
支
払
利
息
の

縮
減
な
ど
の
経
費
削
減
効
果
に
加

え
、
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
経

貸借対照表（単位：千円）

資産の部 1,825,187

固定資産 1,529,928

流動資産 271,287

繰延資産 23,972

負債・資産の部 1,825,187

固定負債 354,000

流動負債 112,552

資本金 4,139,812

剰余金 △ 2,781,177

収益的収入および支出など（単位：千円）

収益的収入差引（税抜き） 112,995

収入 1,343,651

支出 1,230,656

資本的収入差引（税込み） △ 94,677

収入 117,857

支出 212,534

健
全
化
判
断
比
率
（
表
３
）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

地域医療
今、私たちにできること…

●問い合わせ先　役場健康課地域医療対策室

　

医
療
、
住
民
、
行
政
が
手
を
携
え
、

地
域
医
療
を
通
し
て
よ
り
良
い
地
域
社

会
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む

人
々
が
健
康
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
で
少
し
ず
つ
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
現
在
、
各
地
域
で
開
催
中

の
香
美
町
地
域
医
療
巡
回
講
座
の
う
ち
、

子
ど
も
の
医
療
に
関
す
る
講
座
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

佐津診療所の の再開 お知らせ

　昨年６月から休診し、地域住民の皆さ

んに大変ご迷惑をおかけしていた佐津診

療所。11月 1日から山本則
のりゆき

之医師が着任

し、診療を再開することになりました。

　今後とも皆さんのご支援、ご協力をお

願いします。

　なお、診療体制などは次表のとおりです。

●問い合わせ先　役場健康課

曜日 月 火 水 木 金

午前
受付8:15 ～ 11:30
診察 8:30 ～ 12:00

○ ○ ○ ○ 休診

※月～水曜日の午後は往診などを行う予定です。
※木曜日の午後と土、日曜日の午前・午後は休診です。

診療体制（予定）

　

子
ど
も
を
病
気
か
ら
守
る
た
め
に
大
切
な

予
防
接
種
。
そ
の
種
類
、
接
種
時
期
、
接
種

回
数
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
多
く
の
保
護
者

が
不
安
感
を
持
つ
こ
と
も
。
そ
こ
で
、
こ
の

講
座
で
は
医
師
の
一
方
的
な
説
明
だ
け
で
は

な
く
、
医
師
と
保
護
者
が
気
軽
に
意
見
交
換

や
対
話
を
行
え
る
時
間
を
と
る
こ
と
で
、
保

護
者
が
予
防
接
種
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、

不
安
感
を
取
り
除
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

８
月
19
日
、
９
月
15
日
に
は
香
住
区
の
２

つ
の
保
育
園
な
ど
で
開
催
し
、
多
く
の
保
護

者
が
参
加
。
真
剣
に
大
塚
医
師
の
説
明
に
聞

き
入
っ
て
い
る
様
子
で
、
そ
の
一
人
は
講
義

後
に
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
。
あ
ら
た
め
て

予
防
接
種
の
重
要
さ
を
認
識
し
ま
し
た
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
の
テ
ー
マ
は
、「
高
血
圧
と
食
事

の
塩
分
制
限
」、「
終
末
期
医
療
」、「
高
齢
者
の

健
康
法
」、「
肥
満
」、「
地
域
の
疾
病
の
特
徴
」、

「
子
ど
も
の
予
防
接
種
」
な
ど
、
高
齢
者
か
ら

乳
幼
児
の
保
護
者
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
皆

さ
ん
に
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

今
も
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ

る
重
症
の
感
染
症
で
苦
し
ん
だ
り
、
亡
く

な
っ
た
り
す
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
国
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
わ
が
国
で
も
い
ま
だ

に
命
を
失
う
髄
膜
炎
、
重
大
な
後
遺
症
を
残

す
感
染
症
に
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
高
齢
者
か
ら
乳
幼
児
ま
で
」

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
も
真
剣
に
！

大
塚
拓
治
医
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

「
子
ど
も
の
予
防
接
種
」
の
講
座
で
は
、

町
内
唯
一
の
小
児
科
医
で
あ
る
公
立
香
住
病

院
の
大
塚
拓た

く

じ治
医
師
が
、
子
ど
も
の
病
気
、

予
防
接
種
の
必
要
性
と
接
種
時
期
、
同
時
に

複
数
の
予
防
接
種
を
す
る
方
法
な
ど
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
い
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。▲講義を真剣に聞く参加者（9月 15 日、柴山保育所）

▲公立香住病院

　小児科　大塚拓治医師

　

こ
れ
ら
に
感
染
し
に
く
く
す
る
に
は
、
こ

れ
ら
の
病
原
体
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
が
最
も
確
実
な
方
法
で
す
。
自
分

が
か
か
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
周
り
の
人

に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
も
、
生
後
２
ヵ
月
か

ら
積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場高

齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
 　

　
　
　

〜 

10
月
か
ら
接
種
費
用
の
一
部
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た 

〜 

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。

特
に
、
高
齢
者
が
か
か
っ
た
場
合
は
重
症
化

の
恐
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
う
場
合
、
町
で

は
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し
て
い

ま
す
。

　

予
防
接
種
は
効
果
が
出
る
ま
で
に
２
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
接
種
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
型
Ｈ

１
Ｎ
１
）
は
、
今
年
４
月
１
日
に
従
来
の
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
移
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
公
費
負
担
の
あ
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
今
回
ご
紹
介
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
予
防
接
種
の
み

と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
す
る
、

町
内
に
住
所
の
あ
る
満
65
歳
以
上
の
人

※ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
に
疾
患
を
持
つ
人
、
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
障
害
を
持
つ
人
も
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
（
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

助
成
内
容

　

平
成
24
年
１
月
31
日
ま
で
の
接
種
分
が
助

成
対
象
と
な
り
、
助
成
分
を
差
し
引
い
た
自

己
負
担
額
（
２
０
０
０
円
）
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
助
成
回
数
は
一
人
１

回
、
２
回
目
接
種
は
全
額
自
己
負
担
）。

接
種
方
法

　

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
各
自
で
直

接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
医
師
が

「
接
種
可
能
な
状
態
」
と
判
断
す
れ
ば
、
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

接
種
時
に
必
要
な
も
の

・
住
所
や
年
齢
が
確
認
で
き
る
書
類

　

（
医
療
保
険
証
な
ど
）

・
健
康
手
帳

　

 （
接
種
ま
で
に
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
で

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

・
自
己
負
担
額
（
２
０
０
０
円
）

　

 

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
無
料

で
す
の
で
、
接
種
時
に
医
療
機
関
窓
口

で
接
種
券
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
協
力
医
療
機
関

　

町
内
で
接
種
で
き
る
接
種
協
力
医
療
機
関

は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

※ 

豊
岡
市
と
新
温
泉
町
の
医
療
機
関
の
一
部

で
も
特
別
な
手
続
き
を
す
る
こ
と
な
く
、

自
己
負
担
額
（
２
０
０
０
円
）
の
み
で
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
該
当
す

る
医
療
機
関
名
な
ど
は
役
場
ま
た
は
各
地

域
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

※ 

接
種
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行
う
前
に
、

必
ず
役
場
健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 

こ
の
手
続
き
を
行
わ
ず
に
接
種
し
た
場
合
、

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

医療機関 電話番号

公立香住病院 36・1166

下山医院 36・3250

山本クリニック 39・1525

公立村岡病院 94・0111

村瀬医院 94・0003

町内の接種協力医療機関
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

みんな集まれ！

山陰海岸ジオパーク

＜問い合わせ先＞

役場観光商工課

　香美町海の文化館　℡ 0796・36・4671

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
に
加
盟
し
た
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
町
内
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
同
コ
ー
ナ
ー
。

　

今
回
は
、
先
日
行
わ
れ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
の
養
成
講
座
の
様
子
な

ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

町
内
に
数
多
く
あ
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

の
見
ど
こ
ろ
。
そ
れ
ら
の
簡
単
な
紹
介
が
で
き

る
人
を
増
や
そ
う
と
企
画
さ
れ
た
「
ジ
オ
パ
ー

ク
マ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
が
、
８
月
24
日
昼
夜

と
９
月
４
日
夜
の
計
３
回
行
わ
れ
、
町
内
の
宿

泊
施
設
、
飲
食
店
、
商
店
、
農
家
の
皆
さ
ん
な

ど
を
中
心
に
、
合
わ
せ
て
約
１
７
０
人
が
参
加
。

「
ジ
オ
パ
ー
ク
を
ま
ち
お
こ
し
の
起
爆
剤
に
し

よ
う
」
と
参
加
者
は
熱
心
に
講
座
を
受
講
し
て

い
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
制
度
は
、
地
質
の
専

門
的
な
説
明
を
す
る
の
で
は
な
く
、
町
内
の
見

ど
こ
ろ
な
ど
の
簡
単
な
紹
介
が
で
き
る
人
を
増

や
す
の
が
狙
い
。
香
美
町
を
訪
れ
た
観
光
客
な

ど
に
対
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
ち
な
ん
だ
名
所

な
ど
を
誰
も
が
紹
介
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ら
に
ジ
オ
パ
ー
ク

を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

講
義
で
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
学
術
部
会
の
先
山 

徹
氏
（
兵
庫
県
立
大
学

准
教
授
）
に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
基
礎
講
座
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
見
ど
こ
ろ
ま
で
の
所
要
時
間
や
、

モ
デ
ル
コ
ー
ス
、
各
施
設
の
営
業
時
間
な
ど
が

掲
載
さ
れ
た
Ｑ
＆
Ａ
方
式
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
人
に

は
、
香
美
町
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
か
ら
認

定
証
、
ス
テ
ッ
カ
ー
、
の
ぼ
り
旗
が
10
月
の
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
認
定
１
周
年
記

念
に
合
わ
せ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

講
座
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
分
か
り
や
す

か
っ
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
を
私
た
ち
民
間
か
ら
盛

り
上
げ
た
い
！
」
と
い
う
多
く
の
声
。
こ
の
講

座
は
今
後
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー

に
な
っ
て
、
一
緒
に
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
と

ま
ち
お
こ
し
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
「
ま
ち
お
こ
し
」

▲ 熱心に講座を受講する参加者
　（9月 4日、村岡区中央公民館）

体
験
し
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

町
内
の
ジ
オ
パ
ー
ク

▲ 

双
身
の
滝
を
バ
ッ
ク
に
記
念

撮
影
を
す
る
参
加
者

　

月
に
１
回
、
テ
ー
マ
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い

る
「
ひ
と
は
く
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」。

　

８
月
20
日
、
町
内
外
か
ら
の
参
加
者
約
30
人

が
「
瀞
川
渓
谷
の
滝
と
溶
岩
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に

参
加
。
同
行
し
た
兵
庫
県
立
大
学
の
先
山 

徹

准
教
授
の
詳
し
い
解
説
を
受
け
な
が
ら
、
瀞
川

稲
荷
か
ら
双ふ

た

み身
の
滝
ま
で
を
散
策
し
て
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

瀞
川
稲
荷
（
村
岡
区
板
仕
野
）
付
近
に
は
、

約
３
０
０
万
年
前
の
鉢
伏
山
の
火
山
活
動
で
で

き
た
カ
ル
デ
ラ
湖
（
火
山
活
動
で
形
成
さ
れ
た

大
き
な
く
ぼ
地
に
雨
水
な
ど
が
た
ま
り
、
湖
に

な
っ
た
も
の
）
の
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

湖
だ
っ
た
頃
に
堆
積
し
た
直
径
２
〜
３
ｍ
の
大

き
な
岩
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
先
山
准
教
授

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
そ
れ
ら
を
観
察
し
た
参

加
者
は
、
そ
の
後
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
眼
下
に
広
が
る
棚
田
の
風
景
な
ど
「
山

の
ジ
オ
」
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

来
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
３

土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
「
ひ

と
は
く
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」。
町

内
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を
も
っ
と
深

く
知
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

（
本
号
に
チ
ラ
シ
を
添
付
）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４
（
直
通
）

通
信

い

き
い
き

福
祉
用
具
で「
ら
く
ら
く
生
活
」！

福
祉
用
具
で「
ら
く
ら
く
生
活
」！

　

加
齢
や
疾
病
で
身
体
の
機
能
が
低
下
し
た

場
合
、
車
い
す
や
電
動
ベ
ッ
ド
な
ど
の
福
祉

用
具
を
活
用
す
る
こ
と
で
日
常
生
活
の
手
助

け
と
な
り
、
行
動
範
囲
も
広
が
り
ま
す
。

福
祉
用
具
の
種
類

　

介
護
保
険
制
度
を
利
用
す
れ
ば
福
祉
用
具

を
レ
ン
タ
ル
・
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
の
表
を
参
考
に
し
て
福
祉
用
具
で
自
立
し

た
日
常
生
活
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 ・てすり
 ・歩行器
 ・スロープ
 ・歩行補助杖
★車いす・付属品
★電動ベッド・付属品
★床ずれ防止用具
★体位変換器
★認知症老人徘徊感知機器
★移動用リフト

※ ★印の福祉用具は、原則要介護
2以上の人が利用できます。

レンタル対象の福祉用具

・腰掛便座
　（ポータブルトイレ）

・入浴補助用具
　（シャワーチェアなど）

・特殊尿器

・移動用リフトの
　つり具の部分

・簡易浴槽

※  1 年間の購入額が 10 万円以下
の場合、その 1割の自己負担で
購入できます。ただし、指定を
受けた事業所で購入する必要が
あります。

購入対象の福祉用具

福
祉
用
具
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

　

福
祉
用
具
を
利
用
す
る
と
き
に
は
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
者
の
身
体
に
合
っ
て
い
る
か

　

使
用
者
の
体
に
比
べ
て
小
さ
す
ぎ
た
り
、

大
き
す
ぎ
た
り
す
る
と
使
い
づ
ら
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
使
用
中
に
痛
み
が
出
る
も
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

②
無
理
な
く
操
作
で
き
る
か

　

本
人
や
介
護
者
が
使
用
す
る
の
に
大
き
な

力
が
必
要
な
も
の
や
、
使
用
方
法
・
操
作
が

複
雑
な
も
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
住
ま
い
の
環
境

　

充
分
な
ス
ペ
ー
ス
や
、
無
理
な
段
差
が
な

い
こ
と
が
福
祉
用
具
を
上
手
に
利
用
す
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

上
手
に
使
え
ば
便
利
な
福
祉
用
具
。

　

「
利
用
し
て
み
た
い
」

と
思
わ
れ
る
人
は
、
い

き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ 注意情報　㈱悠
ゆ う か

香の「茶のしずく石
せ っ け ん

鹸｣ ～

【ひとことアドバイス】

◇ 平成 22 年 12 月 7 日以前に販売されたもので外

箱右横面のロット番号が 1999 以下のものが小麦

成分を含有しています。該当する商品を使用して

いる人は、念のため使用を中止して下さい。

◇ ㈱悠香は安全確保に万全を期するため、自社の

ホームページ（https://www.yuuka.co.jp/）で注意

喚起し、該当商品の回収を行っています。

　（返品・交換・相談窓口　℡ 0120・11・22・66）

◇ これまでアレルギーがなかった人でも突然小麦ア

レルギーを発症しています。体調の異変を感じた

らすぐに医療機関を受診しましょう。

◇ アレルギー症状のある人は、担当医の指示に従い

自己判断で治療をやめないようにしましょう。

●役場消費生活相談窓口

　（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）
●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

＜消費生活相談窓口＞
※相談無料で秘密は厳守 !!

　1年ほど前から朝晩使用していたが、車

を運転中に突然全身がかゆくなり、のどが

はれて意識が遠くなったため、車を止めて

救急車を呼び、病院へ。

　その後、2度目の強いショック状態とな

り、検査すると小麦含有食品の摂取による

運動誘発性アレルギーと診断された。

　小麦を食べないように生活していたが、

後になって、このせっけんに含まれている

小麦成分が原因だと分かった。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

町
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用
者
に
運
賃
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

空
港
利
用
後
に
助
成
手
続
き
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
空
港
利
用
前
に
事
前

に
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
で
航
空
券
を
購
入
で
き
る
『
事
前
助
成
』
制
度
が

大
変
便
利
で
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

空
港
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
負
担
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
の
で
、
こ
の
制
度

を
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
、
空
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者　

　

・
町
内
に
住
所
の
あ
る
人

　

・ 

町
内
に
所
在
す
る
事
務
所
、
事
業
所
な

ど
に
勤
務
し
て
い
る
人

　

・
町
出
身
者
お
よ
び
そ
の
家
族

助
成
手
続
き

　

【
事
前
助
成
】

　

 　

事
前
助
成
取
扱
店
（
下
表
）
で
手
続
き

を
行
う
と
、
事
前
に
助
成
金
額
を
差
し
引

い
た
額
で
航
空
券
を
購
入
で
き
ま
す
。

　

 　

な
お
、
航
空
券
購
入
時
に
運
転
免
許
証

な
ど
身
分
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

　

【
事
後
助
成
】

　

 　

事
前
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ
な
い
場
合

は
但
馬
空
港
ご
利
用
後
に
、
搭
乗
券
の
半

券
、
印
鑑
、
振
込
先
の
分
か
る
も
の
を
ご

持
参
い
た
だ
き
、
役
場
ま
た
は
各
地
域
局

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

主な事前助成取扱店

・ＪＡたじま旅行センター

　℡ 0796・24・8200

・㈱スカイウェイ

　℡ 0796・29・0203

・さとうトラベルサービス

　℡ 0796・22・0007

・㈱ツーリストサンフラワー

　℡ 0796・22・4281

・㈲ i. スマイル

　℡ 0796・26・6140

・㈱ドリーム観光サービス

　℡ 079・662・6281

区分 種別 運賃
助成後運賃

（一般）

助成後運賃

（団体・ペア往復割引）

大人普通 ＯＷ 12,400 円 5,900 円 4,900 円

小児普通 ＣＨ 6,200 円 3,200 円 2,200 円

先得割引 ＳＸ 6,900 円 4,400 円 1,900 円

特別割引

Ｆ 01Ａ 7,900 円 4,900 円 2,900 円

Ｆ 01Ｂ 8,400 円 5,400 円 3,400 円

Ｆ 01Ｃ 8,900 円 5,900 円 3,900 円

※団体、ペア往復割引助成後運賃の適用は事前に旅行会社で予約が必要です。
　「団体割引」…同時に５人以上で利用
　「ペア往復割引」…同時に２人以上で往復で利用
※助成対象者のうち、町出身者およびその家族には、団体・ペア往復割引助成が適用されません。

但馬⇔大阪（伊丹）の運賃・利用助成金額〔主なもの〕（片道）

快
適
な
空
の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

助
成
な
ど
…
役
場
企
画
課
・
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　

予
約
・
運
行
状
況
な
ど
…
Ｊ
Ａ
Ｌ
予
約
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
１
２
０
・
25
・
５
９
７
１

※  2321 便・2322 便は、平成 24 年 1 月 10 日～同年 2月 29 日の間は平日運休（土、日、祝日運航）します。
詳しくはＪＡＬ予約センターにお問い合わせください。

※ ダイヤの変更に伴い、東京（羽田）乗り継ぎについても変更になります。
※ 時刻表は、予告なしに変更されることがありますので搭乗の際には必ずご確認ください。

但馬⇔大阪（伊丹）の時刻表（10/30 ～ 3/24）

　

冬
期
に
発
生
す
る
霧
の
時
間

帯
を
避
け
て
飛
行
機
の
就
航
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
10
月
30

日
か
ら
来
年
３
月
24
日
ま
で
次

の
と
お
り
ダ
イ
ヤ
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

大阪（伊丹） 但馬 大阪（伊丹）

現行 9:00 ⇒ 9:40 10:05 ⇒ 10:40

変更後 9:20 ⇒ 10:00 10:25 ⇒ 11:00

現行 17:00 ⇒ 17:40 18:05 ⇒ 18:40

変更後 15:25 ⇒ 16:05 16:30 ⇒ 17:05

2321 便 2322 便

2323 便 2324 便

ダダ
変変
更更

イイ ヤヤ
ご注意ください！
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

みなさんに

にじゅうまる

　

９
月
９
日
、美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
（
新
温
泉
町
歌
長
）
で
行
わ
れ
た
「
第

７
回
香
美
町
子
牛
品
評
会
前
期
の
部
（
町
と
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が
主
催
）」。
こ
れ
は
、
全
国

に
誇
る
「
但
馬
牛
」
の
原
産
地
と
し
て
、
町
内
産
の
子
牛
の
資
質
向
上
や
、
畜
産
農
家

の
交
流
に
よ
る
生
産
技
術
の
向
上
な
ど
を
目
指
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛
が
対
象
。
町
内
33
農
家

が
出
品
し
た
58
頭
（
雌
子
牛
44
頭
、
去
勢
14
頭
）
が
全
国
和
牛
登
録
協
会
の
登
録
審
査

基
準
に
基
づ
き
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

雄
・
雌
の
部
で
一
等
一
席
を
受
賞
し
た
井
上
哲
也
さ
ん
（
村
岡
区
熊
波
）
は
「
一
等

一
席
の
受
賞
は
初
め
て
。
し
か
も
去
勢
の
部
で
も
金
賞
一
席
を
受
賞
で
き
た
の
で
大
変

う
れ
し
い
で
す
。
今
年
は
暑
か
っ
た
の
で
扇
風
機
を
使
っ
て
風
を
送
っ
た
り
、
衛
生
面

を
考
え
て
敷
き
わ
ら
を
こ
ま
め
に
変
え
た
り
と
、
牛
の
体
調
管
理
に
気
を
つ
か
っ
た
結

果
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲【雄・雌の部　一等一席】「おふく 2の 1」

 
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
「
但
馬
牛
」
の
伝
統
を
後
世
に
…　

　

第
７
回
香
美
町
子
牛
品
評
会 

前
期
の
部

◆
雄
・
雌
の
部

　

一
等
一
席
「
お
ふ
く
２
の
１
」　

井
上
哲
也
（
村
岡
区
熊
波
）

　

同
二
席
「
ゆ
り
ひ
め
２
」　

上
田
伸
也
（
村
岡
区
宿
）

　

同
三
席
「
み
つ
ふ
く
と
」　

中
村
ま
ゆ
み
（
小
代
区
東
垣
）

　

同
四
席
「
た
か
て
る
１
の
５
」　

中
村
ま
ゆ
み
（
小
代
区
東
垣
）

　

同
五
席
「
ま
す
ふ
く
５
」　

増
田 

丹あ
き
ら（

小
代
区
大
谷
）

◆
去
勢
の
部

　

金
賞
一
席
「
福
鶴
山
」　

井
上
哲
也
（
村
岡
区
熊
波
）

　

同
二
席
「
大お

お
み
ぞ溝

８
」　

門
垣 

馨
（
小
代
区
実
山
）

　

同
三
席
「
美
津
福
」　

小
林
智と

も

こ子
（
村
岡
区
丸
味
）

　

同
四
席
「
七な

な
た
に谷

」 

対
中
広
芳
（
村
岡
区
丸
味
）

　

同
五
席
「
谷
照
一
」 

上
田
伸
也
（
村
岡
区
宿
）

（
賞
、
名
号
、
畜
主
名
、
産
地
の
順
、
敬
称
略
）

主
な
受
賞
牛

▲【去勢の部　金賞】「福鶴山」

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た

　

香
住
区
三
川
で
町
民
バ
ス
を
利
用
す

る
高
齢
者
な
ど
の
利
便
性
を
図
る
た
め

に
、
集
落
の
中
ほ
ど
に
バ
ス
回
転
場
を
設

置
（
労
力
、
機
材
の
提
供
）
さ
れ
た
、
㈱

西
山
工
務
店
に
長
瀬
町
長
か
ら
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

▲感謝状を贈呈される㈱西山工務店 
　営業総務部 部長 小柴 浩 氏

　

平
成
21
年
11
月
22
日
か
ら
今
年
7
月
14
日
ま
で
の
６
０
０
日
間
に

わ
た
り
町
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
な
い
と
し
て
、
香
美

町
が
兵
庫
県
交
通
安
全
対
策
委
員
会
（
井
戸
敏
三
会
長
・
兵
庫
県
知

事
）
か
ら
交
通
安
全
功
労
表
彰
を
受
賞
し
、
9
月
2
日
、
役
場
で
表

彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
伝
達
さ
れ
た
長
瀬
町
長
は
「
町
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ

か
ら
交
通
安
全
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
日
数
が
延
び
る
よ
う
、
積
極
的
に
啓
発

を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
通
マ
ナ
ー
の
遵
守

に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
６
０
０
日
達
成
！
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

小
代
俳
句
教
室

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属

　

の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

た
っ
ぷ
り
と
厨

く
り
や

の
時
間
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

秋
の
蝶 

目
覚
め
る
刻
の
な
き
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
ま
ち
子

鰯
い
わ
し
ぐ
も雲
と
書
い
て
使
い
ぞ
め
万
年
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

捷し

ょ

う

こ子

い
つ
よ
り
か
棚
田
に
消
え
し
稲
木
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富と

み

よ

美
代

元
気
だ
せ  

も
少
し
育
て  

と
起
こ
す
稲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中な

か

に

わ庭 

正
江

あ
た
ら
し
き
流
木
一
本
磯
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

選
者　

尾
崎 

龍
し
げ
み

　豊岡年金事務所が出張年金相談窓口を開設します。

相談には、年金手帳などの基礎年金番号がわかるも

のをご持参ください。

　なお、代理でお越しになる場合は、委任状と代理

者の身分証明書（運転免許証など）が必要です。

●と　き　11月 9日（水）10:00 ～ 16:00

●ところ　小代地域局

出張年金相談窓口を開設
年金に疑問や不安はありませんか？

●問い合わせ先

　役場町民課・各地域局健康福祉課

　豊岡年金事務所　℡ 0796・22・0948

　平成 12 年から平成 16 年までに、配偶者などの

死亡に伴う生命保険契約などによる個人年金受給権

を相続した人のうち、所得税の返還を受けた人は町

税の返還対象になる場合があります。

　心当たりのある人は役場税務課にご

相談ください。

　なお、詳しくは国税庁ホームページ

（http://www.nta.go.jp/）にも掲載され

ていますのでご確認ください。

役場税務課からのお知らせ
個人年金受給権を相続した人へ

●問い合わせ先　役場税務課

　今年 4月から産業活性化を目的に実施している

住宅リフォーム助成制度。ご自宅の住宅リフォーム

を計画している人はお気軽にご相談ください。

　なお、この制度は平成 23 年度か

ら平成 25 年度の３年間継続します

が、その間の助成回数は、一人につ

き１回限り、また同一住宅につき１

回限りです。

住宅リフォーム助成のご案内
お気軽にご相談ください！

●問い合わせ先　役場観光商工課

　　　　　　　　各地域局地域振興課

　豊岡税務署が年末調整に関する説明会を次のとお

り行います。

年末調整説明会を開催
お気軽にお越しください！

●問い合わせ先

　豊岡税務署課税第 1部門

　℡ 0796・22・2344

と　き ところ

11月 16日（水）
10:30 ～
13:30 ～

じばさん但馬

11月 17 日（木） 13:30 ～
新温泉町浜坂
多目的集会施設

11月 18 日（金） 13:30 ～ 香住文化会館

とき・ところ
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 23年 9月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

台
風
12
号
、
15
号
と
相
次
い

で
襲
来
し
た
９
月
。
収
穫
を
目

前
に
し
て
稲
刈
り
が
で
き
な

か
っ
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
▼
日
ご
ろ
、
感

じ
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
自
然

の
力
の
強
大
さ
に
直
面
し
た
と

き
、
人
の
非
力
さ
、
そ
し
て
自

然
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま

す
。
▼
「
実
る
ほ
ど
、
頭

こ
う
べ

を
垂

れ
る
稲
穂
か
な
」。
と
き
に
は

立
ち
止
ま
り
、
自
然
に
対
し
て

謙
虚
な
気
持
ち
を
思
い
起
こ
す

こ
と
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（8/20 ～ 9/22）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（8/20 ～ 9/22）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

大
地
の
息
吹
を
感
じ
る
「
味み

ど

り取
の
俵

た

わ

ら

い

し石
」

ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座
（
９
月
11
日
、
村
岡
区
内
）

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
を
訪
ね
歩
く
同
講
座
。
今
年
は
「
暮
ら
し
の
中
の
ジ
オ

パ
ー
ク
を
訪
ね
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
６
月
か
ら
11
月
ま
で
月
１
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
の
４
回
目
と
な
る
今
回
は
53
人
が
参
加
、
講
義
や
現
地
見
学
を
通
し
て
身
近
に

あ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
び
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
参
加
者
は
村
岡
区
中
央
公
民
館
で
講
義
を
受
講
。
講
師
に
豊
岡
市
日
高
町

在
住
で
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
専
門
員
の
三
木
武
行
氏
を
迎
え
、
ジ
オ

パ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。「
地
質
、
地
形
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
、

文
化
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
す
べ
て
が
ジ
オ
パ
ー
ク
。
講
座
を
通
し
て
身
近
な

ジ
オ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
冒
頭
で
語
っ
た
三
木
専
門
員
。
講
義
は
日
本
海
形
成

や
日
本
列
島
の
生
い
立
ち
に
始
ま
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
生
ん
だ
特
産
物
や
町
内
な
ど
で

発
見
さ
れ
た
化
石
の
説
明
な
ど
幅
広
い
も
の
に
。
身
ぶ
り
、
手
ぶ
り
や
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
の
説
明
に
、
参
加
者
か
ら
は
時
折
笑
い
声
も
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
な
ぜ
、
山
の
中
に
貝
の
化
石
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
身
近
な
不
思
議
を
、
ジ
オ
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
学
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
三
木
専
門
員
が
伝
え
た
後
、
参
加
者
は
味
取

の
俵
石
（
村
岡
区
味
取
）
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

味
取
の
俵
石
は
玄げ

ん

ぶ

が

ん

武
岩
と
い
う
火
山
岩
が
冷
え

て
固
ま
り
、
柱ち

ゅ
う
じ
ょ
う
せ
つ
り

状
節
理
（
六
角
形
の
柱
が
規
則
正

し
く
並
ん
だ
状
態
を
指
す
）
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て

い
る
も
の
で
、
太
古
に
こ
の
周
辺
で
火
山
活
動
が

あ
っ
た
こ
と
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
俵
石
や
玄
武
岩
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

ル
ー
ペ
を
使
い
玄
武
岩
に
多
く
含
ま
れ
る
カ
ン
ラ

ン
石
の
観
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
こ
の
講
座
に
参
加
し
て
い
る
森
甲か

つ

こ子

さ
ん
（
村
岡
区
森
脇
）
は
「
講
義
な
ど
で
説
明
を

受
け
た
後
に
現
地
を
訪
れ
る
と
大
変
よ
く
分
か
り
、

興
味
が
わ
い
て
き
ま
す
。
今
後
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

美
し
い
棚
田
で
稲
刈
り
体
験
！

第
２
回
棚
田
景
観
ま
つ
り
（
９
月
９
日
、
村
岡
区
和
佐
父
「
西
ヶ
岡
の
棚
田
」）

　

村
岡
区
の
山
々
と
長
楽
寺
を
背
景
に
、
美
し
い
曲
線
を
描
き

自
然
と
調
和
し
て
い
る
棚
田
。
先
人
の
知
恵
と
技
術
に
よ
り
守

ら
れ
て
き
た
そ
の
棚
田
で
の
稲
刈
り
を
通
し
て
、
多
く
の
人
に

そ
の
素
晴
ら
し
さ
伝
え
る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
よ
う
と
行
っ
て
い
る
棚
田
景
観
ま
つ
り
（
村
岡
区
和
佐
父
集

落
、
香
美
町
村
岡
観
光
協
会
が
共
催
）
も
今
年
で
２
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
体
験
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
村
岡
中
学
校
２
年
生

35
人
が
参
加
。
か
ま
を
手
に
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
黄
金
色

に
実
っ
た
稲
を
次
々
と
刈
り
取
り
、
稲
木
に
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

田
中
優ゆ

う

ほ帆
さ
ん
（
村
岡
中
２
年
、
村
岡
区
味
取
）
は
「
家
で

稲
刈
り
の
手
伝
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
手
作
業
で
稲

刈
り
を
し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
棚
田
は
お
年
寄
り
を
中
心

に
地
域
の
皆
さ
ん
が
大
変
な
手
間
を
か
け
て
守
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
あ
ら
た
め
て
棚
田
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
額
に
汗
し

な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

作
業
の
後
は
、
村
岡
産
新

米
の
お
に
ぎ
り
や
新
じ
ゃ
が

い
も
の
み
そ
汁
も
振
る
舞
わ

れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
美
し

い
棚
田
の
風
景
と
深
ま
り
ゆ

く
秋
を
楽
し
み
な
が
ら
、
秋

の
味
覚
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

▲三木専門員（写真左）の説明を聞きながらルーペをのぞく参加者

▲刈り取った稲を稲木にかける生徒の皆さん
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１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
を
駆
け
巡
る
、
高
低
差
９
０
０
ｍ
の
心
臓
破
り
の
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
「
村
岡

ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
が
９
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
14
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
昨
年
を
上
回
る
過
去
最
多
の
１
１
３

１
人
（
エ
ン
ト
リ
ー
１
２
５
２
人
）
が
参
加
。
ラ
ン
ナ
ー
は
、
１
０
０
㎞
、
88
㎞
、
44
㎞
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
過
酷
な
コ
ー
ス
を
激
走
。
完
走
率
は
86
・
６
％
で
し
た
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
を
支
援
し
よ
う
と
、
参
加
費
の
３
％
（
約
38
万
円
）
を
義
援
金
と
し
て
被
災
地
に
送
り
ま
し
た
。

　

優
勝
者
と
町
内
か
ら
参
加
し
た
各
部
門
最
高
順
位
の
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

過
去
最
高
の
１
２
５
２
人
が
出
走
！

第
14
回
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
９
月
25
日
）

香
美
町
消
防
団
が
両
部
門
で
優
勝
！

第
12
回
美
方
郡
消
防
操
法
大
会
（
９
月
24
日
、
新
温
泉
町
芦
屋 

浜
坂
町
漁
協
上
屋
駐
車
場
）

　

９
月
24
日
、
新
温
泉
町
芦
屋
の
浜
坂
町
漁
協
上
屋
駐
車
場
で
、
香
美
町
、
新
温
泉

町
の
各
支
団
か
ら
選
ば
れ
た
15
分
団
が
操
法
技
術
な
ど
を
競
う
「
第
12
回
美
方
郡
消

防
操
法
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
隔
年
で
行
わ
れ
て
い
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
と
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
の
両
部
門
で
操
法
技
術
や
迅
速
で
的
確
な
行
動
、
選
手
の
士
気
な
ど
を
競
い
ま

す
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
10
分
団
40
人
が
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
は
５
分

団
25
人
が
選
手
と
し
て
出
場
。
多
く
の
消
防
団
員
が
見
守
る
な
か
、
選
手
た
ち
は
、

指
揮
者
の
号
令
に
従
っ
て
機
敏
な
動
作
で
ホ
ー
ス
や
吸
管
を
延
長
し
、
標
的
に
向

か
っ
て
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
回
目
の
今
回
は
、
両
部
門
の
優
勝
を
香
美
町
消
防
団
が
独
占
す
る
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▲沿道の声援が選手の力に（福岡付近）

▲暗闇の中、午前 5時にスタート

【
１
０
０
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

宮
城 

要
（
神
戸
市
、
８
時
間

21
分
28
秒
）、
５
位 

才
田
崇た

か
ひ
と仁

（
村
岡
区
長

板
、
８
時
間
55
分
37
秒
）

女
子
▼
１
位 

早
瀬
美
智
子
（
京
都
府
、
９

時
間
34
分
35
秒
）

【
88
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

岡
田
夏な

つ

き来
（
大
阪
府
、
７
時

間
18
分
28
秒
）、
48
位 

石
井
裕
樹
（
村
岡
区

和
田
、
11
時
間
56
分
40
秒
）

女
子
▼
１
位 

上う

え

か

わ川
裕
子
（
大
阪
府
・
９
時

間
18
分
41
秒
）、
11
位 

井
上
美
希
（
村
岡
区

福
岡
、
11
時
間
41
分
16
秒
）

【
44
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

中
野
正
道
（
大
阪
府
・
３
時

間
06
分
31
秒
）、
12
位 

中
村
智
彦
（
村
岡
区

大
糠
、
３
時
間
49
分
16
秒
）、

女
子
▼
１
位 

山
口
み
ゆ
き
（
神
戸
市
、
３

時
間
53
分
35
秒
）、
５
位 
中
村
美
穂
（
村
岡

区
大
糠
、
４
時
間
37
分
26
秒
）

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
】

出
場
39
人
中
、
36
人
完
歩

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

優
勝 

香
美
町
消
防
団
小
代
支
団
小
代
第

５
分
団
、
２
位 

香
美
町
消
防
団
香
住
支

団
香
住
第
１
分
団
、
３
位 

新
温
泉
町
消

防
団
浜
坂
支
団
浜
坂
第
14
分
団

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

優
勝 

香
美
町
消
防
団
香
住
支
団
香
住
特

設
分
団
、
２
位 

新
温
泉
町
消
防
団
浜
坂

支
団
浜
坂
第
７
分
団

▲小型ポンプ操法の部　優勝 小代第 5分団

▲ポンプ車操法の部　優勝 香住特設分団

▲これからに備えて栄養補給（射添エイド）
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　36・1111
　　　　　　(代表 )
　総 務 課　36・1111
　財 政 課　36・1942
　企 画 課　36・1962
　税 務 課　36・1113
　会 計 課　36・4321
　町 民 課　36・1110
　  消費生活相談窓口　36・1941
　健 康 課　36・1114
　福 祉 課　36・1964
　農林水産課　36・0846
　観光商工課　36・3355
　建 設 課　36・1961
　上下水道課　36・0420
　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321
　　　　　　(代表 )　
小代地域局　97・3111
　　　　　　(代表 )　
　地域振興課　97・3370
　健康福祉課　97・3375
　農林建設課　97・3373

教育委員会　94・0101
　香住分室　36・3764
　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166
公立村岡病院　94・0111
香住地域福祉センター
　　　　　   36・4345
香住老人福祉センター
　　　　　　36・5008
村岡老人福祉センター
　　　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター
　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
79
号
）
平
成
23
年
10
月
13
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
総
務
部
企
画
課

まちのうごき

（平成 23 年 9 月 1 日現在）

合　計　20,673 人（－  31）

　男　　 9,839 人（－  16）

　女　　10,834 人（－  15）

世帯数  6,860 世帯（－  13）

カッコ内は前月比

ま
た
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
の
再
調
査
で
は
、
前
述

の
金
銅
装
頭
椎
大
刀
や
金こ

ん

ど

う

そ

う

銅
装
双

そ
う
り
ゅ
う龍

環か

ん

と

う頭
把

つ
か
が
し
ら頭

（
柄
頭
が
２

匹
の
龍
で
飾
ら
れ
た
も
の
）
な
ど
豊
富
な
武
具
が
出
土
し
た

こ
と
か
ら
、
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）
３
月
18
日
に
県
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
古
墳
全
体
の
大

き
さ
や
形
状
、
築
造
当
時
の
状
況
な
ど
分
か
っ
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
現
在
、
町
教
育
委
員
会
で
は
専
門
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

７
世
紀
前
半
に
築
造
さ
れ
た
文
堂
古
墳
。
多
彩
に
装
飾
さ

れ
た
多
く
の
武
具
を
持
ち
、
こ
の
古
墳
で
長
い
眠
り
に
つ
い

て
い
る
当
時
の
権
力
者
は
、
私
た
ち
を
ど
の
よ
う
な
目
で
見

守
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

り
、
県
指
定
は
３
ヵ
所
、
町
指
定
は
４
ヵ
所
に
上
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
今
回
は
村
岡
区
の
県
指
定
文
化
財
「
文
堂
古

墳
」（
村
岡
区
寺
河
内
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
、

出
土
品
の
「
金こ

ん

ど

う

そ

う

銅
装
頭か

ぶ

つ

ち

の

た

ち

椎
大
刀
」
が
大
変
有
名
で
、
歴
史
教

科
書
の
資
料
集
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
頭
椎
大
刀

と
は
、
柄

つ
か
が
し
ら頭

（
刀
の
柄つ

か

の
先
の
部
分
）
が
こ
ぶ
し
状
に
膨
ら

ん
で
い
る
刀
で
、
文
堂
古
墳
で
出
土
し
た
も
の
は
、
こ
の
部

分
が
銅
製
で
金
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
頭
椎
大
刀
は

県
内
10
ヵ
所
で
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
文
堂
古
墳
の
も
の
ほ

ど
保
存
状
態
が
良
い
も
の
は
な
く
、
県
は
精
巧
な
レ
プ
リ
カ

を
作
製
し
、
県
立
考
古
博
物
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

文
堂
古
墳
は
「
横
穴
式
石
室
」
と
呼
ば
れ
る
埋
葬
施
設
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
玄げ

ん

し

つ室
」
と
呼
ば
れ
る
遺
体
を
安

置
す
る
石
積
み
の
部
屋
に
横
か
ら
出
入
り
す
る
構
造
の
も
の

で
、
文
堂
古
墳
の
も
の
は
、
高
さ
約
２
ｍ
、
幅
は
１
・
６
〜

２
・
１
ｍ
、
奥
行
き
４
・
５
ｍ
の
大
き
さ
で
、
大
人
で
も
立
っ

た
ま
ま
内
部
を
移
動
で
き
ま
す
。
ま
た
、
玄
室
に
通
じ
る

羨せ

ん

ど

う道
と
呼
ば
れ
る
通
路
は
、
高
さ
１
・
７
ｍ
、
幅
１
・
６
ｍ
、

奥
行
き
５
・
９
ｍ
で
、
玄
室
よ
り
も
少
し
狭
い
造
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
明
治
時
代
か
ら
数
回
に
わ
た
り

盗
掘
に
遭
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
年
）
の

発
掘
調
査
で
は
、
鉄
製
の
や
じ
り
、
刀と

う

す子
（
ナ
イ
フ
）、
刀

の
鞘さ

や

じ

り尻
、
馬
具
、
須す

え

き

恵
器
（
土
器
の
一
種
）
な
ど
の
副
葬
品

が
出
土
し
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
と
聞
く
と
、
何
や
ら
難
し
い
雰
囲
気
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
古
墳
と
は
、
３
世
紀
か
ら
７
世
紀
前
半
に
造
ら

れ
た
お
墓
を
指
し
、
当
時
の
権
力
者
や
社
会
的
に
地
位
の
高

い
人
が
埋
葬
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ほ
か
の
時
代
に
は
な
い
多

く
の
特
徴
を
持
ち
、
全
国
で
盛
ん
に
造
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
代
を
古
墳
に
ち
な
ん
で
「
古
墳
時
代
」
と
区
分
し
て

い
ま
す
。

　

町
内
で
も
多
く
の
古
墳
が
造
ら
れ
現
在
ま
で
残
っ
て
い
ま

す
。
近
年
の
土
木
工
事
な
ど
で
無
く
な
っ
た
分
を
含
め
る
と

１
１
０
ヵ
所
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
築
造
当
時
の
地
域

の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
る
も
の
や
、
ほ
か
に
は
な
い
特
徴

を
持
つ
も
の
は
、
県
や
町
の
指
定
文
化
財
と
し
て
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
村
岡
区
に
は
大
型
の
古
墳
が
多
く
あ

第
16
回

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

 

県
指
定
文
化
財

文
ぶ

ん

ど

う堂
古
墳

▲
柄
の
先
（
写
真
下
部
）
が
こ
ぶ
し
状
に
膨
ら
ん
で
い
る
金
銅
装
頭
椎
大
刀
（
一
部
）

※ 文堂古墳の出土品は、12 月 18 日まで朝来市埋蔵文化
財センターで開催される特別展『武装する豪族たち～
但馬の金銅装製品～』に出展されています。


